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目的 遠隔転移切除後の予後に関わる因子を明らかにする 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

1574 例の遠隔転移切除後の予後に関わる因子をしらべた。 
多変量解析で、転移個数（単発）、転移部位（皮膚、リンパ節転移）、

所属リンパ節転移を経ない遠隔転移、病期 I,II から IV にいこうする

までの期間、が統計学的に重要な因子であった。 
 
 

結論 

遠隔転移の切除は有効である。限局した部位、少ない個数の遠隔転移

であれば、解剖学的部位を考慮して、根治的な手術を考慮すべきであ

る。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ IV ） 
多数の症例について検討した貴重なデータである。 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




